
三
才
の
定
義

三
才
と
は
天
地
人
を
云
う
。
宇
宙
を
構
成
す
る
三
つ
の
要
素
で
あ
る
。

天
と
は
、
顛
（
頭
の
天
辺
）
な
り
。
至
高
に
し
て
上
無
し
（
頭
上
高
く
広
が
る

空
）
。
地
と
は
、
元
気
初
め
て
分
か
れ
、
軽
く
情
ん
だ
陽
は
天
と
為
り
、

重
く
濁
っ
た
陰
は
地
と
為
る
、
万
物
の
陳
列
す
る
所
な
り
。
人
は
天
地

の
性
の
最
も
貴
き
者
な
り
（
以
上
、
説
文
に
よ
る
）
。

三
才
に
よ
っ
て
何
が
分
か
る
か

ま
ず
宇
宙
に
於
け
る
人
の
地
位
（
三
才
的
自
然
観
人
間
観
）
、
次
い
で
医

学
に
於
け
る
自
然
と
人
生
の
関
係
（
三
才
的
医
学
観
、
疾
病
観
）
が
分
か

る
。

三
才
的
自
然
観
、
人
間
観

「
天
に
精
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
有
り
、
地
に
形
（
物
質
）
有
り
、
天
に
八
紀
（
八

風
、
卓
越
季
節
風
）
有
り
。
地
に
五
里
（
地
形
、
風
土
）
有
り
。
故
に
能
く
万

物
の
父
母
と
為
る
（
素
問
５
こ
。
精
は
精
白
米
で
、
米
の
エ
キ
ス
。
人
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
で
あ
る
。
天
に
在
っ
て
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
が
風
雨
寒
暑
（
八
紀
）
と
し
て
地
上
に
降
り
注
い
で
、
山
川
草
木
（
地

形
、
五
里
）
を
生
じ
、
そ
こ
に
烏
獣
虫
魚
（
形
）
が
発
生
す
る
。
人
は
虫
の
一

種
で
裸
虫
と
云
う
。
人
が
能
く
天
地
万
物
と
相
、
感
応
す
る
の
は
、
天

地
が
父
母
と
し
て
人
を
生
成
化
育
し
た
か
ら
で
あ
る
。
又
、
「
人
は
天
地

｜
｜
｜
才
ｌ
中
国
古
代
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学
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枠
組
み
概
念
其
の
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家

本

i戒

の
気
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
以
て
生
じ
、
四
時
の
（
成
長
収
蔵
の
）
法
（
則
）
を
以

て
（
生
）
成
（
す
）
る
」
。
ま
た
、
「
人
は
地
に
生
ま
れ
、
命
を
天
に
懸
く
。
天

地
気
を
合
す
。
之
を
命
づ
け
て
人
と
日
う
。
人
能
く
四
時
に
応
ず
る
は
、

天
地
之
が
父
母
為
れ
ば
な
り
（
素
問
弱
こ
。

三
才
的
医
道
観

「
道
は
上
は
天
文
を
知
り
、
中
は
地
理
を
知
り
、
下
は
人
事
を
知
れ
ば
、

以
て
長
久
な
る
可
く
、
以
て
衆
庶
に
教
え
て
疑
殆
せ
ず
、
医
道
の
諭
篇

は
後
世
に
伝
う
べ
く
以
て
宝
と
為
す
可
し
（
素
問
布
こ
。

形
態
的
天
人
相
応
関
係

人
は
天
地
と
相
参
じ
、
日
月
と
相
応
ず
る
存
在
で
あ
る
（
霊
枢
刃
）
・
霊

枢
、
に
は
妬
項
目
に
亘
る
形
態
的
相
関
事
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
は
形
式
的
、
外
面
的
で
、
内
的
連
関
が
無
く
、
医
学
的
意
味

は
認
め
難
い
。
た
だ
し
経
脈
は
経
水
と
の
対
応
か
ら
着
想
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
り
、
以
下
の
如
き
相
関
が
認
め
ら
れ
る
。

自
然
に
於
け
る
水
に
拠
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
。
「
地
気
は
上
っ
て
雲
と

為
る
。
天
気
は
下
っ
て
雨
と
為
る
。
雨
は
地
気
よ
り
出
で
、
雲
は
天
気

よ
り
出
づ
（
素
問
５
こ
。

人
に
於
け
る
血
気
に
拠
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
。
「
人
が
気
を
受
け
る
所

の
者
は
穀
な
り
。
穀
の
注
ぐ
所
の
者
は
海
な
り
。
胃
は
水
穀
気
血
の
海

な
り
。
海
の
雲
気
を
行
る
所
は
天
下
な
り
。
冑
が
気
血
を
出
だ
す
所
は

経
脈
な
り
。
経
燧
は
五
蔵
六
府
の
大
絡
な
り
（
霊
枢
帥
）
。
経
脈
十
二
は
、

外
は
十
二
経
水
に
合
し
、
内
は
五
蔵
六
府
に
属
す
。
経
水
は
水
を
受
て

之
を
行
る
。
経
脈
は
血
を
受
て
之
を
営
ず
。
此
れ
人
の
天
地
に
参
ず
る

所
以
な
り
（
霊
枢
吃
）
」
。
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素
問
の
病
因
論
は
三
才
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
五
行
に
よ
っ
て
展
開

さ
れ
る
。
疾
病
の
分
類
も
こ
の
三
才
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

病
因
論
。
「
夫
れ
百
病
の
始
め
て
生
ず
る
や
、
皆
、
風
雨
寒
暑
（
天
の
変

動
）
、
陰
陽
喜
怒
（
人
事
の
葛
藤
）
、
飲
食
居
処
（
風
土
の
生
態
）
よ
り
生
ず
（
霊

枢
鵡
）
」
。

疾
病
論
。
病
は
三
才
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
天
の
病
、
人

の
病
、
地
の
病
で
あ
る
。
１
、
天
の
病
（
風
の
医
学
）
と
し
て
は
、
気
象
病

（
寒
暑
燥
湿
に
よ
る
病
。
凍
傷
、
熱
射
病
な
ど
）
、
季
節
病
（
春
の
軌
畑
、
長
夏

の
洞
泄
寒
中
、
秋
の
風
瘻
、
冬
の
痒
厭
）
、
感
染
症
（
傷
寒
、
中
風
）
が
あ
る
。

２
、
人
事
の
病
と
し
て
は
、
時
の
古
今
と
病
や
治
の
古
今
に
つ
い
て
の

考
察
（
素
間
脳
、
Ｍ
）
や
心
身
症
（
素
間
万
、
沼
）
の
記
載
が
あ
る
。
３
、
地

の
病
は
風
土
に
特
有
の
病
の
記
載
が
あ
る
（
素
間
皿
）
。

生
理
的
天
人
相
応

生
体
機
能
の
天
人
相
応
関
係
に
は
二
つ
の
曲
面
が
あ
る
。
１
、
時
間

的
推
移
、
即
ち
気
象
の
変
化
に
対
応
す
る
生
体
リ
ズ
ム
。
２
、
空
間
的

順
応
で
即
ち
風
土
に
対
す
る
適
応
。

１
、
生
体
リ
ズ
ム
。
即
ち
生
体
、
殊
に
神
経
・
循
環
系
機
能
の
時
間

的
推
移
、
変
動
で
あ
る
。
此
れ
に
は
日
周
リ
ズ
ム
、
月
周
リ
ズ
ム
、
年

周
リ
ズ
ム
即
ち
昼
夜
、
朔
望
、
四
季
に
於
け
る
体
調
の
変
化
が
あ
る
。

２
、
気
象
の
影
響
。
「
天
温
か
く
Ｈ
明
る
き
と
き
は
即
ち
人
の
気
血
は
悼

液
と
し
て
衛
気
浮
く
。
故
に
血
は
潟
し
易
く
、
気
は
行
き
易
し
。
天
寒

く
、
日
陰
れ
る
と
き
は
即
ち
人
の
血
は
凝
泣
し
て
衛
気
沈
む
（
素
問

調
）
」
。
３
、
風
土
の
影
響
は
風
土
病
で
あ
る
。

三
才
的
疾
病
観

室
町
時
代
よ
り
江
戸
初
期
ま
で
の
医
療
の
一
術
で
あ
る
灸
術
に
つ
い

て
、
そ
の
用
い
ら
れ
た
経
穴
を
五
行
穴
・
背
命
穴
・
募
穴
等
に
わ
た
り

解
析
す
る
こ
と
で
、
次
の
様
な
こ
と
が
ら
が
判
明
し
た
。

室
町
時
代
の
半
ば
に
僧
月
湖
は
灸
技
術
に
つ
い
て
、
未
・
金
・
元
医

学
を
学
び
、
そ
の
時
代
の
人
間
に
あ
っ
た
、
灸
法
を
確
立
し
、
以
下
の

よ
う
な
独
特
な
灸
術
を
施
し
た
。

全
九
集
巻
七
に
よ
れ
ば
技
術
的
に
は
体
幹
部
正
中
線
近
く
に
、
そ
の

時
間
に
応
じ
る
募
穴
・
魚
穴
を
主
に
用
い
て
気
血
を
過
不
足
無
く
、
量

的
に
も
時
間
的
に
も
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
健
康
で
あ
る
と
い
う
概
念
を

も
と
に
し
、
ま
た
、
施
灸
点
に
膿
を
発
生
さ
せ
免
疫
を
高
め
る
と
い
う

天
人
対
応
的
診
断
と
し
て
は
脈
診
に
於
け
る
三
部
九
候
論
、
予
後
に

於
け
る
四
時
の
脈
と
病
人
の
脈
の
相
応
問
題
な
ど
が
あ
る
。

天
人
対
応
的
治
療
と
し
て
は
四
時
刺
な
ど
、
養
生
に
つ
い
て
は
四
気

調
神
論
の
記
載
が
あ
る
。

結
び
。
三
才
は
１
、
医
学
の
構
成
に
宇
宙
論
的
視
点
を
導
入
し
た
。

２
、
健
康
と
疾
病
の
問
題
を
自
然
環
境
と
社
会
環
境
の
中
に
包
括
的
総

合
的
に
把
握
し
た
。
３
、
生
体
リ
ズ
ム
、
病
因
論
、
疾
病
論
の
合
理
的

構
築
に
於
い
て
有
効
性
を
発
揮
し
た
。

（
平
成
八
年
二
川
例
会
）
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